
 

 

 

令和８年第１回市議会定例会の開会に当たり、私の市政運営に対する主な

考えを申し述べ、予算の提案説明とさせていただきます。市議会議員の皆様

並びに市民の皆様には、ご理解ご協力を賜りますようお願い申しあげます。 

 

令和７年度は、「第７次府中市総合計画前期基本計画」の最終年度として、

計画に掲げた各施策の着実な推進に努めてまいりました。重点プロジェクト

をはじめ、多くの事業が順調に進展し、目標達成に向けて確かな成果をあげ

ています。こうした取組により、本市の未来を見据えたまちづくりが、各分

野で確実に前進したものと認識しております。 

さて、令和８年度の市政運営に当たりましては、これまで築き上げてきた

まちづくりの成果を引き継ぎながら、新たに始まる後期基本計画のスタート

を確かなものとし、市民生活を守り、支え、力強く未来を拓いていくため、

「新生・愛着」「安心・協働」「平和・創造」という３つのテーマを掲げ、各

施策を推進してまいります。 

 

１つ目の「新生・愛着」につきましては、新庁舎建設事業がいよいよ終盤

を迎えます。市庁舎が生まれ変わるように、我々もまた意識を新たにし、社

会情勢の変化を的確に捉えながら、柔軟な発想と新たな視点を持って、自ら

を刷新していく必要があります。 

新庁舎の完成を見据え、市庁舎、さらには本市への愛着をより一層深めて

いただけるよう、市民の皆様の期待に応える取組や施策を積極的に展開して

まいります。 
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２つ目の「安心・協働」につきましては、将来の見通しが不透明な時代だ

からこそ、人と人との絆を紡
つむ

ぎ、その輪を広げ、誰一人孤立することなく、

支え合うことが重要です。そのためには、本市が大切に育んできた市民協働

の本質を決して忘れることなく、互いを支え合いながら地域のつながりをよ

り深め、さらに広げていく必要があります。 

自然災害や、手口が巧妙化する特殊詐欺などによる被害から市民を守るた

め、これまで積み重ねてきた協働の力をいかしながら、安心して暮らせる環

境づくりを一層進めてまいります。 

 

３つ目の「平和・創造」につきましては、本年は、「府中市平和都市宣言」

から４０年の節目の年となります。これまでの歩みを振り返りつつ、改めて

平和の意義や尊さを市民の皆様とともに共有し、次世代へ継承する取組を進

めてまいります。 

また、かつて終戦に伴い接収され、返還後も長年国の留保地であった府中

基地跡地には、誰もが集い、憩う空間としてだけではなく、平和への願いや

未来への希望をつないでいく都市の象徴となる公園の整備に着手してまい

ります。 

 

さて、本市の財政状況でございますが、歳入については、令和７年度の当

初課税の状況やその後の収入状況から、市税において前年度と比較して約８

億５，０００万円の増収を見込むとともに、競走事業からの収益事業収入に

ついても、近年の堅調な売上げを考慮して、２億円の増収を見込んでおりま



 

- 2 -  

す。 

一方歳出においては、社会保障関係経費が依然として伸び続けているほか、 

近年の物価高が財政負担を押し上げる要因となっている中で、防災・減災対

策、子育て支援、教育環境の更なる充実、ＤＸの推進など、社会経済情勢の

変化に合わせた多様な施策が求められております。さらには、老朽化する公

共施設に対する大規模な投資的事業への対応も必要となっており、将来的に

見込まれる財政負担に対して、基金と起債を効果的に活用し、計画的に対応

していく必要があります。 

このような中、各施策、事業の見直しを進めるなど、より一層の効率化を

図り、数多くの新規・レベルアップ事業を計上しております。 

この結果、一般会計の予算額は、１，３３０億９，０００万円となり、ま

た、特別会計・公営企業会計を含めた予算総額は、２，９１１億４，９５１

万２,０００円となっております。 

 

それでは、令和８年度の市政運営につきまして、第７次総合計画の４つの

柱に沿いまして、主な事業をご説明申しあげます。 

はじめに、第１の柱は「人と人とが支え合い 誰もが幸せを感じるまち」

でございます。 

 

健康づくりの推進につきましては、新たに６５歳になる方を心疾患予防検

診の対象に加えるなど、市民の健康寿命の延伸を図る取組を進めるほか、災

害時に医療救護活動を行う看護師等の確保や、在宅で生活する人工呼吸器使

用者の災害時個別支援計画の作成など、災害時における市民の健康と生命を
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守る取組を進めてまいります。 

地域における子育て支援につきましては、子ども食堂実施団体への支援数

を増加し、地域での居場所づくりの促進を図るなど、身近な場所で気軽に相

談や交流ができる環境づくりに取り組んでまいります。 

 

妊娠期から子育て期までの継続的な支援につきましては、東京都内の共通

受診方式による１か月児健康診査及び産婦健康診査を開始してまいります。

また、特定不妊治療における先進医療に対し、東京都が実施する助成事業に

独自に上乗せを行うほか、産前産後家庭サポート事業の対象者を１歳児まで

に拡大するなど、妊娠や子育てに係る支援を進めてまいります。 

 

ひとり親家庭への支援につきましては、引き続き資格取得や就業の支援、

養育費確保に関する相談の実施など、自立に向けた支援に努めてまいります。 

 

教育・保育サービスの充実につきましては、１２月の供用開始に向け、基

幹保育所となる本町保育所の整備を進めてまいります。また、全ての子ども

の育ちを応援し、子どもの良質な成育環境を整備するため、就労要件を問わ

ず、柔軟に利用できる新たな制度である「こども誰でも通園制度」を実施し

てまいります。 

 

高齢者サービスの充実につきましては、認知症の方やそのご家族を生活面

で早期から支援するため、認知症サポーターや地域住民で構成されるチーム

オレンジの立ち上げに向けた取組の支援を進めるなど、引き続き高齢者が安
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心して暮らせるまちづくりを目指してまいります。  

障害者（児）サービスの充実につきましては、昨今の物価高騰の影響に対

応するため、給付費及び報酬の改定を行い、障害福祉サービスの利用者及び

提供事業者双方の支援に取り組んでまいります。また、医療的ケア児に対す

る支援などについては、行政のみならず民間のノウハウを活用し、在宅生活

における医療行為の相談体制を更に強化してまいります。 

 

高齢者医療制度の普及と推進につきましては、保険料率等の改定を行い、

制度運営の安定化を図ってまいります。 

 

国民健康保険の運営につきましては、一般会計からの赤字繰り入れ解消に

向けて、保険税率等の改定を行い、健全な運営に努めてまいります。また、

市民がインターネット上でいつでも保険税額を試算できる環境を整備し、市

民サービスの充実を図ってまいります。 

 

介護保険制度の円滑な運営につきましては、地域包括ケアシステムの推進

を図りながら、引き続き適正な運営に努めてまいります。また、介護保険事

業所に対するＤＸ化を支援するとともに、市内の介護従事功労者を表彰する

制度を新たに設け、介護人材の確保と定着を図ってまいります。 

 

低所得者の自立支援につきましては、孤立や再困窮のリスクを低減するた

め、住まいに関する相談に迅速かつ専門的に対応する「住まい相談支援員」

を配置するなど、自立に資する支援を強化してまいります。 
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つながり支え合う地域づくりにつきましては、地域福祉コーディネーター

による困りごと相談会を全ての文化センターで週３日開催し、地域における

相談機能の充実を図ります。 

また、複雑化・複合化した課題に対応していくため、福祉総合相談窓口の

強化を図るとともに、関係機関との連携を進めてまいります。 

 

 第２の柱は、「緑とともに暮らせる 快適で安全安心なまち」でございます。 

 

公園緑地等の活用促進につきましては、誰もが快適に利用できるよう、樹

木医による樹木点検など適切な維持管理を行うとともに、市民や事業者など

様々な主体との協働による緑のまちづくりを推進してまいります。 

 

ゼロカーボンシティの実現に向けては、公共施設におけるＬＥＤ照明への

切替えなど、各種取組を一層推進してまいります。また、空き家の解消や発

生抑制対策では、市独自の空き家ワンストップ相談窓口を開設してまいりま

す。 

 

循環型社会形成の推進につきましては、収集車や施設の火災の原因となっ

ているリチウムイオン電池の収集体制を強化し、市民へ更なる分別のＰＲを

行うとともに、市民や事業者との協働により、一層のごみ発生抑制と食品ロ

スの削減を進めてまいります。  

また、粗大ごみ受付業務のコールセンターにおいて、家庭ごみ全般に関す
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る問合せ等の電話応対業務を一本化し、受付体制の充実を図ります。 

交通安全の推進につきましては、自転車に対する交通反則通告制度が導入

されることから、周知・啓発を強化するとともに、自転車ナビマーク等の整

備などを通じ、交通事故のない社会の実現に努めてまいります。 

 

地域安全の推進につきましては、商店街、自治会等への防犯カメラの設置

及び運用経費の補助や、自主防犯組織への活動支援に取り組みます。また、

特殊詐欺被害防止に向けた啓発活動や防犯教育などに取り組むとともに、闇

バイト等による強盗対策として、防犯機器等の購入費用の一部を助成してま

いります。 

 

防災危機管理体制の強化につきましては、新庁舎「はなれ」に、災害対策

本部機能を移設する機会を捉え、必要となる機器類の導入や訓練等を実施す

るほか、避難所への段ボールベッドの備蓄を計画的に進め、災害時における

要配慮者への支援体制の充実を図ってまいります。 

 

地域防災力の向上につきましては、消防団員の報酬等を見直し、処遇改善

を図ります。また、防災シンポジウムを開催し、各文化センター圏域の自主

防災連絡会の連携や、取組の共有を促進するなど、引き続き自主防災連絡会

の活動を支援し、市民や関係機関との連携を強化してまいります。 

 

震災に対応した建築物等の誘導につきましては、引き続き建築物やブロッ

ク塀の耐震化を推進してまいります。 
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第３の柱は「多様性を認め合い 人と文化が磨かれるまち」でございます。 

 

人権尊重の推進につきましては、一人一人が大切にされ、生き生きと暮ら

せる多様性社会の実現に向け、各種啓発・支援事業を実施してまいります。 

また、困難な問題を抱える女性一人一人のニーズに応じて、本人の立場に

寄り添って、切れ目のない包括的な支援を実施してまいります。 

 

平和意識の啓発につきましては、本年が、本市が平和都市を宣言して４０

年の節目となることから、周年記念事業の実施により、市民の皆さまが平和

について身近に考えられる機会の充実を図ってまいります。 

 

男女共同参画の推進につきましては、一人一人の個性や能力が存分に発揮

され、自分らしく豊かに生きることのできる社会の実現を目指してまいりま

す。また、男女共同参画センターの情報誌をリニューアルし、更なる意識啓

発を図ってまいります。 

 

都市交流の促進につきましては、ウィーン市ヘルナルス区とホームステイ

派遣事業を引き続き実施するほか、ヘルナルス区からの友好訪問団の受入れ

や、長野県佐久穂町への市民訪問事業等の実施により、両都市との交流を推

進してまいります。 

 

多文化共生の推進につきましては、多文化共生センターＤＩＶＥ
ダ イ ブ

での外国
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人相談事業や国際交流サロンでの日本語学習会などを通じ、市民誰もが安心

して生活することのできるまちづくりを進めてまいります。 

 

地域コミュニティの活性化支援につきましては、コミュニティ協議会等と

の連携を図りながら、各種取組を展開してまいります。また、四谷文化セン

ターの大規模改修工事に着手してまいります。 

 

生涯にわたる学習活動の推進につきましては、市民の学習機会を拡充する

ためのデジタル化やオンライン化を進めるとともに、生涯学習センターの移

転に向けた検討を進めてまいります。また、図書館では、引き続き各種サー

ビスの充実を図ってまいります。 

 

文化・芸術活動の支援につきましては、多様な主体による連携体制を構築

し、市の文化芸術の推進に寄与する新たな事業の検討を進めてまいります。

美術館では、多摩地域ゆかりの現代画家・松本
まつもと

陽子
よ う こ

の回顧展を始めとする展

覧会を開催するほか、市民に向けた教育普及活動を実施してまいります。ま

た、府中本町駅前の国司館
こくしのたち

地区における整備事業を推進するとともに、文化

資源の普及啓発・活用を進めるなど、歴史と伝統あるまちとしての魅力づく

りにつなげてまいります。 

 

スポーツ活動の支援につきましては、年齢や障害の有無等にかかわらず、

誰もがスポーツに親しむことができる環境の充実を図ってまいります。また、

市内トップチーム等との連携プロジェクト「ＦＵＣＨＵ－ＮＥＸＴ」を引き
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続き推進するほか、府中基地跡地留保地に整備する新たな総合体育館の基本

計画の策定に取り組むなど、「スポーツタウン府中」の更なる発展を図って

まいります。 

 

社会を主体的・創造的によりよく生きる力の育成につきましては、授業支

援ツールの導入や支援員制度の見直し等を行い、教育活動の充実を図ってま

いります。また、よりよい人間関係づくりを一層支援するため、中学校第１

学年で実施している「ふれあい自然教室」の宿泊費等を公費負担としてまい

ります。 

 

学びの機会を保障するための支援の充実につきましては、全ての子どもが

安全・安心に学ぶ機会が得られるよう、子ども発達支援センターと連携した

相談及び支援を引き続き実施するとともに、スクールソーシャルワーカーの

増員や、外国語を母語とする生徒のための翻訳支援ツールの導入などを行っ

てまいります。 

 

子どもの学びを支える教育環境の充実につきましては、猛暑による熱中症

対策として、学校プールの屋内化及び集約化に向けた具体的な整備計画を策

定してまいります。また、新たな「学校施設大規模改修整備方針」に基づき、

体育館及び屋外トイレの改修に向けた実施設計に着手してまいります。加え

て、学校給食については、公費負担を引き続き実施するとともに、食材の検

査体制を拡充することで、品質を確保し、安全・安心でおいしい給食の提供

に努めてまいります。 



 

- 10 -  

 

子どもの居場所づくりの推進につきましては、民設民営学童クラブの運営

に関する経費の一部を補助し、既存の学童クラブの狭あい化の解消を図って

まいります。 

また、試行的に実施している中高生世代を対象とした居場所づくりにつき

ましては、東西２か所において、本格実施してまいります。 

 

青少年の健全育成活動の推進につきましては、国際交流及び体験活動の充

実を図るため、市内の中学生を対象に、本市と交流のあるオーストラリアへ

の令和９年度派遣に向けて、派遣生の募集等を実施してまいります。 

 

第４の柱は、「魅力あふれる うるおいと活力のあるまち」でございます。 

 

計画的な土地利用の推進につきましては、府中基地跡地留保地及び米軍通

信施設跡地利用計画の改定を踏まえ、都市計画マスタープランの一部見直し

を行うなど、地域の特性に応じたまちづくりを進めてまいります。 

 

地域公共交通の維持につきましては、運転者不足等の様々な課題に対応す

るため、ワゴンタイプの車両を活用した新たなコミュニティバス路線での運

行を開始するなど、引き続き、持続可能な公共交通ネットワークの形成を進

めてまいります。 

 

市内の拠点におけるまちづくりの推進につきましては、分倍河原駅周辺整
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備事業を引き続き協働により進めてまいります。また、府中基地跡地留保地

周辺地区においては、平和を象徴する公園の整備など、将来にわたって、市

全体の魅力の向上等に寄与する土地利用を図ってまいります。 

 

けやき並木と調和したまちづくりの推進につきましては、株式会社まちづ

くり府中と連携し、にぎわいの創出に取り組んでまいります。また、市のシ

ンボルとして長い歴史と風格のあるけやき並木を守り、育て、次世代に確実

に引き継いでまいります。 

 

安全で持続可能な道路機能の保全・整備につきましては、将来的なインフ

ラマネジメントの在り方について集中的に整理、調整を行うとともに、樹木

医による街路樹点検の実施、及び道路等包括管理事業による予防保全型の維

持管理を進めてまいります。 

 

下水道施設の機能保全につきましては、下水道使用料の改定を含め、効率

的な事業運営により、下水道事業財政の健全性を維持するとともに、引き続

き施設の老朽化対策や耐震化などを計画的に進めてまいります。また、持続

的な事業運営を目的とした、官民連携手法の導入を検討してまいります。 

 

中小企業の経営基盤強化の支援につきましては、むさし府中商工会議所と

連携し、円滑な資金調達や売上拡大などの市内中小企業のニーズに応じた各

種支援により、更なる市内商工業の振興を図ってまいります。また、府中市

勤労者福祉振興公社による、勤労者の福利厚生及び高齢者の就労支援に努め

てまいります。 
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地域商業の振興につきましては、商店街への支援を継続して実施するほか、

むさし府中商工会議所によるデジタル地域通貨「ふちゅＰａｙ」の取組を推

進し、地域内消費の促進を図ってまいります。 

 

観光資源の活用・創出による地域活性化につきましては、引き続き市内 

事業者との連携により市独自の観光ツアーを実施するほか、新たなマンガ・

アニメのコンテンツを活用したイベントを実施し、国内外に向けた本市の魅

力発信に努めてまいります。 

 

消費生活の向上につきましては、高齢者だけでなく、若者における消費ト

ラブルも目立つことから、全世代に向けた消費生活に関する相談対応や啓発

活動の更なる推進を図ってまいります。 

 

都市農業の育成につきましては、学校給食における地元産農産物の使用割

合を高めるための新たな支援事業を開始するほか、有機肥料の使用拡大を推

進するための取組など、各種支援策を講じます。また、市民と農業者との触

れ合いを通じ、農地・農業の必要性を広く周知し、地域の農業を応援する機

運の醸成を図ってまいります。 

 

以上、第７次総合計画の４つの柱に沿って説明してまいりました。 

 

次に、総合計画を推進するに当たり、行財政運営上、取り組むべき課題等
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について、いくつか触れさせていただきます。 

多様な主体による地域貢献活動の促進と市民協働の推進につきましては、

「協働しよう。そうしよう。条例」の周知を図るとともに、更なる課題解決

につなげるため、市民協働推進キャラクターを活用したプロモーション活動

を強化し、協働によるまちづくりを進めてまいります。 

 

多様な媒体を活用した市政情報の発信では、各媒体の特性に応じたコンテ

ンツの設計や、動画の効果的活用など、戦略的にシティプロモーションを行

う体制を整え、市の魅力を広く発信するとともに、市内外から「選ばれるま

ち」を目指します。 

 

広聴活動・情報公開の充実につきましては、市政世論調査の実施などによ

り、市民の意向・提言を把握し、市政に反映するとともに、開かれた市政を

推進するため、情報公開の適切な運営や充実に努めてまいります。また、市

民の需要が高い法律相談の実施回数を増やすなど、専門相談を拡充してまい

ります。 

 

コンプライアンスの推進につきましては、市民の信頼確保に向け、引き続

き全庁一丸となって、組織全体のより一層の意識向上を図るための取組を進

めてまいります。 

 

公正で効率的な入札事務の執行につきましては、令和９年度からの公契約

に関する制度の運用開始に向け、具体的な運用方法の検討を進めてまいりま
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す。 

市民ニーズや行政課題に的確に対応できる人材育成につきましては、引き

続き柔軟かつ計画的に職員の採用に取り組むとともに、研修などを通じ、職

員一人一人の資質や能力、意識の向上などに努めてまいります。 

 

スマート自治体の実現につきましては、デジタル技術の急速な進展や社会

環境の変化を的確に捉えた上で、前例にとらわれず、市民が使いやすさを実

感できる行政サービスの提供に取り組んでまいります。また、データとデジ

タル技術を活用して業務の効率化を図るなど、持続可能な行政運営の実現に

も取り組んでまいります。 

 

長期的視点に立った公共資産の維持・活用につきましては、次世代に適切

な規模及び機能の公共施設を引き継ぐ公共施設マネジメントの取組を推進

してまいります。また、この取組の一環として、中央文化センター等複合施

設整備基本計画を策定してまいります。 

 

公有財産の有効活用につきましては、給食センター及びみどり幼稚園など

の跡地活用について、公民連携による効果的な事業展開に向けた検討を進め、

跡地の活用方針を策定してまいります。 

 

市庁舎建設事業では、９月に通り庭及び駐車場を先行して供用開始し、 

令和９年１月４日から図書館や歴史展示室を備えた新庁舎「はなれ」が供用

開始します。この新庁舎の全面稼働を機に、市役所が新たなまちづくりの拠
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点としてスタートできるよう、着実に準備を進めてまいります。 

持続可能な財政運営につきましては、引き続き健全な財政運営に努めると

ともに、歳入の根幹を成す市税について、公平かつ適正な課税を行い、適切

な収納に取り組んでまいります。また、令和８年度中の指定金融機関派出所

の撤退に当たっては、出納業務や市民の納付窓口に影響が生じないよう、代

替のシステムを導入して確実に対応してまいります。 

 

 このほか、令和８年度までを計画期間とする各種計画の改定や次期計画の

策定に向けた取組を、市民との協働により進めてまいります。 

 

以上、令和８年度の市政運営につきまして、所信の一端を申し述べました。 

 

令和８年度は、第７次府中市総合計画の折り返しとなる後期基本計画の初

年度です。目指す都市像「きずなを紡
つむ

ぎ 未来を拓
ひら

く 心ゆたかに暮らせる

まち 府中」の実現に向け、市政の着実な展開を期する一年として、全力を

尽くしてまいります。 

市議会議員の皆様並びに市民の皆様のご指導、ご協力を賜りますよう、 

心からお願い申しあげまして、令和８年度の市政の運営方針といたします。 


